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国
道
三
六
五
号
を
、
関
ヶ
原
か
ら
木
之

本
方
面
に
車
を
走
ら
せ
ま
す
。
春す

い

照じ
ょ
う

小
学

校
（
杉
澤
）
の
西
で
、
道
が
い
ち
ば
ん
高

く
な
っ
た
弥
高
川
の
橋
か
ら
、
は
る
か
西

を
眺
め
る
と
、
国
道
が
ま
っ
す
ぐ
村
居
田

の
ほ
う
へ
延
び
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
明
治
時
代
に
、
関
ヶ
原
か

ら
長
浜
間
、
米
原
市
内
の
春
照
学
区
か
ら

大
原
学
区
を
貫
通
す
る
鉄
道
が
山
麓
を
走

っ
た
な
ご
り
で
す
。

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
明
治
政
府

は
、
第
一
番
目
に
着
手
す
る
鉄
道
路
線
と

し
て
東
京
と
京
都
を
結
ぶ
鉄
道
の
敷ふ

設せ

つ

を

決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
経
路
は
諸
事
情
か

ら
中
山
道
に
沿
う
計
画
で
し
た
。
さ
ら
に
、

東
京
と
横
浜
、
琵
琶
湖
岸
か
ら
敦
賀
、
そ

し
て
京
都
か
ら
神
戸
間
の
三
区
間
が
枝え

だ

線せ

ん

と
し
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
神
戸
・
京
都

か
ら
琵
琶
湖
を
経
由
し
て
敦
賀
に
至
る
路

線
が
最
重
要
と
さ
れ
た
の
は
、
日
本
海
沿

岸
地
方
で
生
産
さ
れ
る
商
品
や
産
物
を
、

太
平
洋
方
面
に
輸
送
し
、
太
平
洋
方
面
で

の
工
業
製
品
な
ど
を
、
北
陸
、
東
北
、
北

海
道
に
輸
送
す
る
目
的
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
太
平
洋
（
瀬
戸
内
）
側
と
日
本
海

を
南
北
に
結
ぶ
構
想
は
古
く
、
平
安
時
代

末
の
久き

ゅ
う

安あ

ん

六
年
（
一
一
五
〇
）
頃
、

平
清
盛

た
い
ら
の
き
よ
も
り

が
嫡
男
で
越
前

え

ち

ぜ

ん

国こ

く

司し

だ
っ
た
重
盛

し

げ

も

り

に
命
じ
、
敦
賀
と
琵
琶
湖
を
結
ぶ
運
河
開

削
計
画
を
実
行
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
塩
津
街
道
深
坂
峠
に
運
河
を
掘
っ
て
、

敦
賀
の
笙し

ょ
う

の
川
と
塩し

お

津づ

大
川

お

お

か

わ

を
結
ぶ
約
二

五
キ
ロ
の
水
路
を
完
成
さ
せ
、
ス
ム
ー
ズ

な
物
資
の
運
搬
を
は
か
る
計
画
で
し
た

が
、
深
坂
峠
の
大
石
に
よ
り
阻
ま
れ
ま
し

た
。
戦
国
時
代
に
は
、
秀
吉
の
命
を
受
け

た
敦
賀
藩
主
大
谷
吉よ

し

継つ

ぐ

も
試
み
て
い
ま

す
。
江
戸
時
代
の
初
め
頃
ま
で
、
日
本
海

側
の
物
資
は
敦
賀
・
小
浜
で
荷
揚
げ
さ

れ
、
陸
路
を
人
力
や
馬
力
で
峠
を
越
え
て
、

塩
津
・
大
浦
・
海
津
・
今
津
で
船
に
積
み

替
え
、
再
び
大
津
で
陸
揚
げ
し
て
、
京

都
・
大
阪
へ
陸
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
寛か

ん

文ぶ

ん

一
二
年
（
一
六
七
二
）、
河
村
瑞ず

い

賢け

ん

が

西
廻
り
航
路
を
整
備
し
、
日
本
海
の
物
資

は
山
陰
か
ら
関
門
海
峡
、
瀬
戸
内
海
を
経

て
大
阪
へ
直
接
回
送
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
琵
琶
湖
水
運
は
大
打
撃
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
大
正
末
期
ま
で
運
河
計

画
は
一
五
回
に
及
び
ま
し
た
が
、
い
ず
れ

も
計
画
倒
れ
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
明
治

二
三
年
（
一
八
九
〇
）、
琵
琶
湖
か
ら
京

都
へ
の
物
資
輸
送
路
・
琵
琶
湖
疏そ

水す

い

を
完

成
さ
せ
た
田た

辺な

べ

朔さ

く

朗ろ

う

は
、
敦
賀
・
塩
津
間

の
運
河
を
掘
削
し
て
、
一
万
ト
ン
級
の
船

舶
を
大
阪
ま
で
航
行
さ
せ
る
壮
大
な
計
画

を
立
案
し
ま
す
が
、
実
現
に
は
い
た
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
過
も
あ
り
、
琵
琶
湖
と

敦
賀
を
結
ぶ
敦
賀
線
着
工
が
急
が
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）

に
日
清

に

っ

し

ん

戦
争
が
勃
発
し
ま
す
が
、
物
資
や

兵
員
の
輸
送
な
ど
大
陸
侵
略
と
も
歩
調
を

合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。
明
治
一
三
年
（
一

八
八
〇
）、
京
都
・
大
津
間
の
鉄
道
開
業
、

一
五
年
、
長
浜
・
敦
賀
間
開
業
、
一
六
年

に
長
浜
・
関
ヶ
原
間
が
開
業
し
ま
す
。
長

浜
か
ら
大
津
へ
鉄
道
連
絡
船
が
就
航
し
ま

し
た
。
米
原
は
中
山
道
と
琵
琶
湖
を
結
ぶ

宿
場
町
で
し
た
が
、
な
ぜ
長
浜
に
タ
ー
ミ

ナ
ル
が
置
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
明
治

一
三
年
の
意
見
書
に
は
、
長
浜
に
は
、
連

絡
船
を
接
岸
さ
せ
る
に
十
分
な
湖
浜
が
あ

る
こ
と
、
当
初
の
中
山
道
沿
い
に
東
京
ま

で
鉄
道
を
敷
設
す
る
計
画
に
沿
え
ば
、
長

浜
か
ら
ま
っ
す
ぐ
東
に
行
く
と
、
中
山
道

に
通
じ
る
北
国

ほ

っ

こ

く

脇わ

き

往
還

お

う

か

ん

に
出
て
、
関
ヶ
原

に
東
進
す
る
こ
と
が
有
利
だ
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
長
浜
で
は
豪
商
浅あ

さ

見み

又ま

た

蔵ぞ

う

が
私
財
を
投
じ
て
湖
岸
の
底
の
土
砂

を
除
き
長
浜
港
を
築
く
な
ど
、
長
浜
を
日

本
の
中
心
都
市
に
す
べ
く
、
有
力
者
た
ち

が
鉄
道
誘
致
に
積
極
的
な
運
動
を
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
長
浜
か
ら
通
称
馬ば

車
道

し

ゃ

み

ち

を
東ひ

が
し

上
坂

こ

う

ざ

か

へ
、
横
山
丘
陵
の
北
端
龍た

つ

ヶが

鼻は

な

か
ら
大
原
に
入
り
、
関
ヶ
原
へ
向
か
う
鉄

道
が
開
業
し
、
中
間
地
点
の
中
心
的
な
集

落
・
春
照
に
駅
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
の
東
海
道
線
が
滋
賀
県
北
部
か
ら
岐
阜

県
に
か
け
て
中
山
道
沿
い
を
行
く
理
由

は
、
当
初
あ
っ
た
中
山
道
筋
に
日
本
の
東

西
幹
線
を
敷
設
す
る
計
画
の
影
響
で
す
。

（
歴
史
文
化
財
保
護
課
）

鉄
路
は
大
陸
へ
①

―
山
麓
を
汽
車
が
走
っ
た
―

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
121

日
本
海
と
琵
琶
湖
を
結
べ

伊
吹
山
麓
を
汽
車
が
走
っ
た

▲ 最初の長浜・関ヶ原線(敦賀市立博物館図録より)


